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< 2次元正規分布 2 >

定理13 (X, Y )は一般の 2次元正規分布 (前ページ定理 12)に従うとする。すなわち
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とする。ただし σ1 > 0，σ2 > 0，0 < ρ < 1である。このとき次式が成立する。
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またXの密度関数を pX(x)，Y の密度関数を pY (y)と書くと
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2の 1次元正規分布密度

pY (y) =

Z ∞
−∞
p(x, y)dx =

1√
2πσ2

e
− (y−m2)

2

2σ2
2 ：平均m2，分散 σ2

2の 1次元正規分布密度

となる。
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が成立するからである。この (X, Y )の分布に対して，X だけの分布 (または Y だけ

の分布)を周辺分布という。


